
 

 

 

 

目指す区のすがた実現に向けた取組み 
これまでの取組みで達成できたこと 

及びこれから取り組むべきこと 
【参考】将来（2040 年ころ）に 

想定される課題・変化 

①里山の保全と活用 

 ・秋葉丘陵の○○を整備し、「○○フェスタ（2019.6）」など里山を活

用したイベントを開催しました。 

 ・「人・組織・拠点の充実」として「秋葉里山

みらい会議」を立ち上げ、遊び場・学び場の

充実として○○○を開催しました。 

 ・里山の魅力発信強化のため、里山ビジターセ 

ンターにガイドを配置しました。 

① 里山の保全と活用 

 ・○○の認知度が低く、「○○フェスタ」の参

加者は○○人でした。里山活動団体や隣接施

設との連携を深め、より一層の周知に努める

必要があります。 

・「秋葉里山みらい会議」が立ち上がり、地

域住民の活動拠点と体制が整ったので、

今後は主体的な取組を促し、市は後方支

援のみ行います。 

①里山の保全と活用 

 ・里山活動団体や森林整備の担い手が不足し

十分な管理が行き届かなくなり、里山の荒

廃につながることが想定される。 

②川を活かした親水空間の有効活用 

 ・「阿賀野川水辺プラザ」の積極的な活用を促進するため、新津商工会

議所を中心に「阿賀野川あきはなびまつり」を実施しました。 

 ・新津川や能代川沿いの遊歩道の魅力向上を図るため、周辺の除草作

業、クリーン作戦など、区民と協働で環境整備に取り組みました。 

②川を活かした親水空間の有効活用 

 ・令和２年度の「阿賀野川あきはなびまつり」

来場者は○○人でした。「阿賀野川水辺プラ

ザ」の新たな活用方法について検討する必要

があります。 

②川を活かした親水空間の有効活用 

 ・水辺環境の保全・美化が行き届かなくな

り、安らぎ・交流の場としての利活用がな

されなくなることが想定される。 

③人と自然が調和した美しい景観のまちの保全 

 ・区民の３R 意識の向上、ごみ分別の徹底を促すため、市報、FM にい

つ、○○イベント等を活用し、啓発活動を行いました。 

 ・区内に点在している原油湧出箇所につ   

いて、管理者への指導を行い、公共水域 

への流出防止対策を行いました。 

③人と自然が調和した美しい景観のまちの保全 

 ・地域のごみ集積場のうち○○か所は不良な状

態であり、さらなる啓発活動が必要です。 

③人と自然が調和した美しい景観のまちの保全 

 ・清掃活動や啓発活動が十分に行うことがで

きず、景観が損なわれることが想定され

る。 

【区の将来像】 花と緑に囲まれた 笑顔咲きそろう にぎわいのあるまち 

【目指す区のすがた】 Ⅰ. うるおいとやすらぎのあるまち 
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